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０ １  基 本 構 想  

ビジョン 

ひと、ひと、ひと。 

育ち、育てる、浜田。 
 

まちをつくるのは、人です。 

日々の暮らしの積み重ねが、その土地の文化を育みます。人々の営みが産業を支え、新しい

価値や可能性を生み出していきます。 

 

だからこそ、人を大切にし、私たちの足元にある価値を生かしていきたい。  

 

社会が大きく変わる中、これまでと同じ仕組みや考え方では、地域の暮らしを支え続けるこ

とが難しくなっています。しかし、人口が減ることと、まちの豊かさが失われることは、必ずし

も同じではありません。 

 

一人ひとりが自分らしく生き、学び、挑戦できること。人と人がつながり、互いを認め、支え

合うこと。そして、地域にある価値を見つめ直し、磨き、次の世代へつないでいくこと。そうし

た積み重ねが、一人ひとりの幸せと地域の豊かさにつながると考えています。  

 

このまちの未来は、私たち自身の手でつくり、育てていくものです。 

 

行政もその責任を果たしながら、市民の皆さんをはじめ、浜田に関わる多くの人々と力を

合わせ、未来を切り開いていきます。 

 

「ひと、ひと、ひと。育ち、育てる、浜田。」  

 

このビジョンのもと、市民の皆さんとともに、浜田の未来を育てていきたいと思います。 

 

浜田市長  三浦  大紀                
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０ １  基 本 構 想  

目指す成果  

 

 

 

 

人口減少が進む中、浜田市のビジョンを実現するためには、浜田に住む人を数（人口）とし

て求めるだけではなく、市民の暮らしの質（ウェルビーイング）を両立させることが重要です。 

 

市民の皆さんにとって、浜田市というまちが、一人ひとりが「幸せ」を実感しながら暮らせる

ようになってはじめて、人々に「住み続けたい」「戻りたい」と思われるようになり、その結果と

して、人の数・暮らしの質の両面から持続的な地域になります。 

 

そこで、この計画では「市民の幸福度向上」を全ての取組の最終成果として取り入れます。

具体的には、人が幸せを感じるには 4 つの要素が重要であると研究で分かっています。 

 

この計画の期間中、定期的に市民アンケート調査を行い、幸福度の４要素を測定・分析し、

効果的な施策の充実・強化を図ってまいります。 

 

幸福を感じる 4 つの要素  現状値（R8）  

① 挑戦し、成長できること 3.63 点/7 点  

② 人とのつながりを感じられること 5.35 点/7 点  

③ 前向きに暮らせること 3.97 点/7 点  

④ 自分らしく暮らせること 4.53 点/7 点  

合  計  17.48 点/２８点  

 

 
ウェルビーイング(Well-being)とは・・・  

身体的にも、精神的にも、そして社会的にもすべてが満たされた状態にあることを示

します。経済的な豊かさだけでなく、人とのつながりや健康、学び、生きがい、安心して

暮らせる環境など、暮らし全体の質を高める考え方として、世界的にも重要視されて

います。 

幸福度の向上 
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０ １  基 本 構 想  

基本目標 

 

ビジョン実現のために、次の６つの基本目標を掲げ、まちづくりを進めます。 

 

基 本 目 標 1  

こどもの可 能 性 を育 む  

 

 

 

 

 

 

こ ど も 一 人 ひ と り が 健 や か

に 育 ち 、 夢 や 希 望 を も っ て 成

長 できる環 境 をつくります。  

基 本 目 標 2 

人 と人 、人 と地 域 の  

つながりを育 てる  

 

 

 

 

 

多 様 な 主 体 が関 わ り合 い 、

支 え 合 い な が ら 、 誰 も が 活 躍

できる地 域 をつくります。  

基 本 目 標 3 
地 域 の産 業 を育 て、  

働 く選 択 肢 を広 げる  

 

 

 

 

 

 地 域 産 業 の 力 を 高 め 、 誰 も

が い き い き と 働 け る 環 境 を つ

くります。  

基 本 目 標 4 
誰 もが学 び、成 長 し続 け  

られる地 域 をつくる  

 

 

 

 

 

生 涯 を 通 じた 学 び や文 化 ・

ス ポ ー ツ の 力 で 活 力 の あ る 地

域 をつくります。  

基 本 目 標 5 

安 心 し て 暮 ら せ る ま ち

を、未 来 へつなぐ  

 

 

 

 

 

安 全 ・ 安 心 で快 適 な 暮 らし

を守 り、次 世 代 へ持 続 可 能 な

まちをつなぎます。  

基 本 目 標 6 
未 来 を見 据 え、持 続  

可 能 な行 財 政 をつくる  

 

 

 

 

 

限 ら れ た 資 源 を 最 大 限 に

活 用 し 、 持 続 可 能 な 行 財 政

運 営 を実 現 します。  

 

まちづくりの推進に当たっては、統計や各種調査、市民の声などを踏まえて課題を的確に

把握し、施策の成果を検証しながら継続的な改善を図ります。また、デジタル技術などを効果

的に活用するとともに、多様な主体との連携・協働により取組を進めます。  
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０ １  基 本 構 想  

まちづくりの原則（すべての政策・施策に共通する考え方） 

 

基本目標の実現に向けて、すべての政策・施策を進める際に、共通して大切にする５つ

の原則を掲げ、分野を越えて連携しながら、まちづくりを進めます。 

 

デジタルを活 かして  

考 える  

 

 

 

 

デ ジ タ ル 技 術 を 、 市 民 の 利

便 性 向 上 や 地 域 課 題 の 解 決

に 活 用 し ま す 。 誰 も が 使 い や

すい仕 組 みづくりを進 めます。 

人 を育 て、  

その力 を活 かす  

 

 

 

 

一 人 ひ と り が 学 び 、 挑 戦

し、成 長 できる環 境 をつくりま

す 。 そ の 知 識 や 経 験 を 地 域 の

力 として活 かします。  

浜 田 の価 値 を  

磨 き、伝 える  

 

 

 

 

 浜 田 の 自 然 、 歴 史 、 文 化 、

食 、 産 業 、 人 の 魅 力 を 磨 き ま

す 。 そ の 価 値 を 市 内 外 に 伝

え 、 愛 着 や 関 わ り に つ な げ ま

す。  

データと市 民 の声  

に基 づいて考 える  

 

 

 

 

データと市 民 の声 から課 題

を 把 握 し 、 施 策 を 考 え ま す 。

成 果 を検 証 し、継 続 的 な改 善

につなげます。  

多 様 な主 体 と  

ともにつくる  

 

 

 

 

市 民 、 地 域 、 事 業 者 、 教 育

機 関 、 行 政 な ど が 、 そ れ ぞ れ

の 強 み を 活 か し ま す 。 連 携 ・

協 働 に よ り 地 域 課 題 の 解 決

を進 めます。  
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０ １  基 本 構 想  

計画の全体像 

 

 

 ビジョン 

ひと、ひと、ひと。 

育ち、育てる、浜田。 

目指す成果  

幸福度の向上  

幸福を感じる 4 つの要素  

① 挑戦し、成長できること     ② 人とのつながりを感じられること 

③ 前向きに暮らせること      ④ 自分らしく暮らせること 

 

基本目標

１  
こ ど も の 可

能性を育む  

基本目標

２  
人 と人 、人 と

地 域 の つ な

がりを育てる 

基本目標

３  
地 域 の 産 業

を育 て、働 く

選 択 肢 を 広

げる  

基本目標

４  
誰 も が 学 び

成 長 し 続 け

ら れ る 地 域

をつくる 

基本目標

６  
未 来 を 見 据

え、持 続 可 能

な 行 財 政 を

つくる 

基本目標

５  
安 心 し て 暮

ら せ る ま ち

を、未 来 へつ

なぐ  

政策 全 28 政策（前期基本計画）  

まちづくりの原則（すべての政策・施策に共通する考え方）  

何を成果とするか 

私たちが目指すまちの姿  

何を重点的に進めるか 

どうやって取り組むか 

主な施策 全 93 施策  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  

政策体系図  

基本構想（８年間）

基本目標 政策 主な施策

24　安全で快適な暮らしの基盤を整える
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上下水道・住環境）

3施策

     　安全で快適な暮らしの基盤を整える
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （道路・市街地）

3施策

1　こどもを安心して産み育てる環境づくり 3施策

4　地域で支え合うまちづくり 4施策

8　商工業の挑戦と成長を後押しする 3施策

7　互いを認め合い、自分らしく暮らす 2施策

12　浜田の魅力で、訪れる人を増やす 2施策

9　浜田の漁業を未来につなぐ 5施策

10　地域に根ざした農業を育てる 4施策

11　森と木を生かす林業を育てる 3施策

2施策

28　質の高い行政サービスを届ける 3施策

3施策

14　歴史と文化を守り、未来へつなぐ 4施策

13　学びを地域の力につなげる

15　誰もがスポーツを楽しめるまち 3施策

26　公共施設と市有財産を上手に活用する 2施策

27　将来にわたり安定した財政を守る

23  誰もが移動しやすい交通環境を整える 3施策

16　必要な医療を受けられる体制を守る 3施策

17　健康でいきいき暮らす 4施策

25　環境にやさしい暮らしを広げる 3施策

18　高齢者を地域で支える 3施策

19　障がいのある人が自分らしく暮らす 3施策

21　備えと支え合いで安全安心を守る 4施策

20　地域で支え合い、安心して暮らす 2施策

22　消防・救急で命を守る 3施策

前期基本計画（4年間）

5　地元で働く人を育て、呼び込む 4施策

6　浜田とつながる人を増やす 3施策

2　こどもが学び、成長できる学校づくり 5施策

3　こどもが自分らしく輝ける場を広げる 4施策

基本目標１
　

　こどもの可能性を育む

基本目標２

　人と人、人と地域の
つながりを育てる

基本目標３

　地域の産業を育て、
　働く選択肢を広げる

基本目標４

　誰もが学び成長し続け
られる地域をつくる

基本目標６
　

未来を見据え、持続可能な
行財政をつくる

医
療
・
福
祉

生
活

基本目標５
　

安心して暮らせるまちを、
未来へつなぐ

人
口
減
少
対
策
と
し
て
重
点
的
に
取
り
組
む
戦
略

『
第
3
期
浜
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』

政
策
の
中
か
ら
人
口
減
少
対
策
に
直
結
す
る
も
の
を
総
合
戦
略
と
し
て
位
置
付
け
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０ 2 前 期 基 本 計 画  

政策別計画の読み方 
 

政策別計画では、浜田市が目指すまちの姿を実現するため、分野ごとの現状と課題、目指すべき

方向性、主な施策と、その成果を確認するための政策目標（政策 KPI）を示しています。 

また、政策全体の成果を確認するため、政策目標 （政策 KPI）を設定している政策については、そ

の指標と目標値を掲載しています。 

 

1  政策目標（政策 KPI）について 

 政策目標（政策 KPI）は、それぞれの政策全体の成果を確認するための指標です。市民実感を表す

指標に加え、必要に応じて客観的な数値も用いて、政策の成果を確認します。 

市民実感を表す指標については、アンケート等で把握を行うこととし、計画策定時点で現状値が把

握できていない指標については、令和 9 年度に調査を行い、その結果を基準として、令和 12 年度

に向けた取組の成果を確認します。目標値は、現状値以上（以下）とすることで、計画期間中に現状

の水準を維持・向上（低下）させることを目指します。 

また、政策に関連する予算事業については、事業目標（事業 KPI）を設定し、事業の実施状況や成

果を確認していきます。このため、政策の評価は、政策 KPI だけで判断するのではなく、事業 KPI な

ども含めて総合的に行います。 

 

２  指標を活用した計画の推進について 

 政策 KPI や事業 KPI の推移、市民の意識や実感などを確認し、政策の成果や課題を把握します。 

また、その結果を調査・分析しながら知見を蓄積し、段階的に取組を進めていきます。 
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 １  こどもの可 能 性 を育 む  

1 こどもを安心して産み育てる環境づくり 
 

〔現状と課題〕  

共 働 き家 庭 が多 く、地 域 全 体 で子 育 てと仕 事 の両 立 を支 える環 境 が必 要 。妊 娠 ・ 出 産 ・ 育 児 を通 じた切 れ

目ない支援や地域社会とのつながりづくりが課題。 

 

〔目指すべき方向性〕  

保護者が孤立せず安心してこどもを産み育てられるまちを目指し、妊娠期からの切れ目ない支援を進め、地

域のニーズに応じた子育て環境を整えます。  

 

〔主な施策〕  

① 妊娠・出産から子育て期にわたる切れ目のない支援  

母子保健事業や子育て支援事業を通じて、医療機関や相談機関と連携しながら、妊娠期から子育て期まで

継続的に支援します。また、こども家庭センターを拠点に、子育てに困難を抱える家庭の状況に応じた相談・支

援を行います。 

 

② 安全・安心な子育て環境の整備  

保育所や放課後児童クラブなどの環境整備を進めるとともに、保育士や放課後児童クラブ支援員の資質向

上に取り組み、こどもが安全で安心して過ごせる保育環境の充実を図ります。 

 

③ 地域における子育て支援と交流の促進  

子育て支援センターを拠点に、子育て中の保護者が身近な地域で相談や情報交換、交流ができる場づくり

を進め、保護者の孤立感や負担感の軽減を図ります。 

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「 浜 田 市 では、こどもを安 心 して産 み育 てることができ

る」と回答した保護者（20～49 歳）の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

乳児健診時に「自分 1 人で育児をしているような気持ち

になる」と回答した人の割合  

令和 7 年度  

15.2％  
現状値以下  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 １  こどもの可 能 性 を育 む  

2 こどもが学び、成長できる学校づくり 
 

〔現状と課題〕  

児童 生 徒数 の減 少や学 校施 設 の老 朽 化、不 登校 児童 生 徒 への支 援や、子 どもの特 性に応じた個 別 の指 導

など、多様化 する教育 的 ニーズへの対応が必 要。基礎学力や思考力、表現 力の育成、ICT 活 用、教 職員負担

軽減、地域との協働による教育環境の充実 が課題。 

 

〔目指すべき方向性〕  

こども一人ひとりが自ら学び、将来への夢と地域への関心を育み、安心して成長できる教育環境を目指し、

学校施設を整え、個別最適な学びと人権教育、地域との連携・協働、給食、幼児教育を充実します。  

 

〔主な施策〕  

① 安心して学べる教育環境の整備  

学校施設の計画的な整備・更新を進めるとともに、学校統合の検討・実施 に取り組みます。また、ICT を活

用した校務改 善など、教 職員の負担 軽減を進め、「こどもと向き合う時間」 の確保を図ります。あわせて、人権

尊重の教育とともに、いじめの防止や不登校の早期発見・支援 、こどもの特性に応じた個別の指導 など、安心

して学校生活を送るための支援体制を充実します。 

 

② 確かな学力と考える力を育む学びの推進  

ICT や AI ドリルを活用した個別最適な学びと協働的な学びを推進し、基礎学力の定着と思考力・表現力

等の向上を図ります。また、教員の授業力向上を進め、こどもの声を生かした授業づくりを推進します。  

 

③ コミュニティ・スクールの充実  

コミュニティ・スクールを活用し、地域と学校が連携・協働してこどもの学びや成長を支える環境を整えま

す。また、地域の人材や資源を生かし、地域への関心や参画意識を育みます。  

 

④ 魅力ある学校給食の提供  

こどもの意 見を取り入 れた献 立づくりや調理 方法 ・味付けの工夫 などを進 め、こどもたちが楽しみながら食

に関心を持ち、苦手な食材にも親しめる学校給食の充実を図ります。 

 

⑤ 浜田市だからこそできる幼児教育の推進  

浜田市幼児教育センターの機能を高め、世界こども美術館 などの地域資源を最大限活用し、地域文化・自

然・人との関わりを活かした幼児教育を推進します。また、島根県立大学と連携し、保育・教育環境の整備及

び人材の育成を図ります。 

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

地 域 や社 会 をよくするために何 かしてみたいと思 う子 ど

もの割合  

令和 8 年度  

小 6：77.2% 

中 3：66.4% 

小 6：82.0% 

中 3：72.0% 

自分には良いところがあると思う子どもの割合  

令和 8 年度  

小 6：83.2％  

中 3：83.0％  

小 6：88.0% 

中 3：88.0% 
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 １  こどもの可 能 性 を育 む  

3 こどもが自分らしく輝ける場を広げる 
 

〔現状と課題〕  

核家 族 化や共働 き世 帯 の増 加、地 域 のつながりの希 薄 化 などにより、家 庭の孤 立や子育 てへの不安・ 負担

感が課題。多様化・複雑 化する悩みに対応するため、相談 体制や情報 発信 、地域の支 援ネットワークの充実が

必要。 

 

〔目指すべき方向性〕  

こどもが家庭や地域に見 守られ、多様 な体験 を通 じて自分らしく健やかに成長できる地 域を目指し、こども

の居場所づくりや権利保障、地域・学校・関係団体が連携する継続的な支援体制を整えます。  

 

〔主な施策〕  

① 放課後等のこどもの居場所の充実  

こどもたちが安全安心で気軽に立ち寄ることができる「こどもの居場所」を提供する団体を支援 します。 

 

② こどもの権利保障・意見表明の確保  

こどもの権利に関する条例（令和 11 年 4 月 1 日施行予定）を制定し、こどもの権利を保障し、こどもの意

見表明できる環境を確保 します。 

 

③ 家庭教育に関する学びと交流の場の提供  

親子 を対 象とした地域 での体 験プログラムを開 催 し、地域 社会 と子 育て世 代同 士が交流・相 談 できる居場

所づくりを推進します。 

 

④ 青少年団体や関係協議会への支援と連携  

青少 年団 体や関係 協議 会に対 する補助 事業 を実施し、各 団体 等と連 携 して青少 年 の豊 かな成 長 を育 む活

動の活性化と発展に取り組みます。  

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「家庭や地域に見守られている」と回答したこどもの割合  令和 9 年度に調査  現状値以上  

「過去 1 年間に地域活動に参加した」と回答したこどもの

割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ２  人 と人 、人 と地 域 のつながりを育 てる  

4 地域で支え合うまちづくり 
 

〔現状と課題〕  

人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 等 により、地 域 の担 い手 不 足 や活 動 の形 骸 化 が進 行 。多 様 な主 体 が協 働 し、自 主

的・主体的に地域課題の解決に向けた機運の醸成を図ることが必要。  

 

〔目指すべき方向性〕  

本 計 画 に浜 田 市 協 働 のまちづくり推 進 計 画 を組 み込 み、世 代 や立 場 を超 えて多 様 な主 体 が地 域 課 題 を自

分 事 として捉 え、互 いに支 え合 いながら活 動 する地 域 を目 指 し、参加 しやすい環 境 を整 えるとともに、住 民 組

織・まちづくりセンター・NPO・事業者・大学等の連携を強化します。  

 

〔主な施策〕  

① 地域自治組織・コミュニティ組織の運営支援  

地区まちづくり推進委員会や町内会等の取組を支援するとともに、地域の特色や個性を活かしたまちづく

りを支援します。 

 

② 地域人材の育成と多世代交流  

主体的に地域 づくりを担 う人材 の育成・ 支援 をするとともに多様 な世代が参画 できる交 流の場を創 出しま

す。 

 

③ まちづくりセンターを拠点とした協働推進  

まちづくりセンターを拠点として地域住民や各種団体、事業者などを支援し、多様な主体との協働を推進し

ます。  

 

④ 地域と高等教育機関の連携強化  

教育、研究成果や学生の活動を地域づくりに生かすため、高等教育機関、特に島根県立大学浜田キャンパ

スとの連携を強化し、地域課題の解決や地域の魅力向上につなげます。  

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「地域活動（自治会・地域行事・防災活動等）への市民参

加が盛んである」と回答した市民の割合  

令和 8 年度  

22.2％  
現状値以上  

「過去 1 年間に地域活動に参加した」と回答した市民の

割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ２  人 と人 、人 と地 域 のつながりを育 てる  

5 地元で働く人を育て、呼び込む 
 

〔現状と課題〕  

県外進学や都市部への就職による若年人材の流出が続き、地域企業の人材確保が課題。  

県 外 進 学 者 等 が市 内 企 業 を知 る機 会 や、企 業 との継 続 的 な接 点 が十 分 でないため、広 域 的 な連 携 による

学生と企業の接点づくりや、情報発信、インターンシップ等の取組を強化する必要。  

 

 

〔目指すべき方向性〕  

若 者 が地 域 で働 くことを選 択 肢 として考 えられ、企 業 も必 要 な人 材 を継 続 的 に確 保 できる状 態 を目 指 し、

広域な連携で県外進学者と市内企業とのつながりをつくり、企業の採用力・受入環境を高め、市内就職・定住

へつなげます。  

 

〔主な施策〕  

① 広域連携による人材確保の推進   

自治体や企業、大学、関係機関等との広域的な連携体制を強化し、地域全体で人材の確保や還流を促進す

る取組を推進します。 

 

② 若者と地域企業の接点づくりと就職支援   

県外 進 学 者等 に向 けた継続 的 な情 報 発信 や交 流機 会 の充実 を図 るとともに、地 域企 業 への理 解 を深 める

機会を創出し、地元就職や U ターンを促進します。 

 

③ 地域企業の採用力・受入環境の向上  

地域企業の採用活動や情報発信、インターンシップ等の受入体制の充実を支援するとともに、働きやすい職

場環境の整備を促進し、人材の確保と定着を図ります。  

 

④ Ｕ・Ｉターンの促進  

公益財団法人ふるさと島根定住財団と連携し、関東圏及び関西圏における移住フェア等への出展、産業 体

験事業等を実施し、浜田市への定住のきっかけとなる機会を創出します。  

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「 浜 田 市 内 に働 きたい職 場 がある」 と回 答 した高 校 生 及

び大学生の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

年間Ｕ I ターン者数  
令和 7 年度  

225 人/年  
230 人/年  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ２  人 と人 、人 と地 域 のつながりを育 てる  

6 浜田とつながる人を増やす 

 

〔現状と課題〕  

人口減少が想定を上回るペースで進み、地域力の維持に向けて関係人口の重要性が高まる一方、登録後の

活 動 状 況 や地 域 への還 元 が把 握 できていない。関 係 人 口 の活 動 の質 や主 体 性 を高 め、地 域 課 題 の解 決 や価

値創出につなげる仕組みづくりが課題。  

 

〔目指すべき方向性〕  

地域外の多様な人材が浜田と継続的につながり、地域課題の解決や新たな価値づくりに参画するまちを目

指し、デジタルで接点を広げ、滞在・交流・共創へ段階的につなぐ仕組みを構築します。  

 

〔主な施策〕  

① 関係人口の活動の可視化と促進  

デジタル技術を活用した浜田市オフィシャルアンバサダー制度を導入し、関係人口の活動状況や地域への貢

献を可視化するとともに、継続的・主体的な活動を促進します。  

 

② 地域内外の人材による新たな取組の創出  

DAO（自律分散型組織）等を活用したプラットフォームを構築し、地域内外の人材が交流・連携しながら、地

域課題の解決や新たな価値の創出に取り組む仕組みを整えます。  

 

③ 滞在・交流を通じた関係人口の拡大  

多様な人材が浜田に滞在し、地域との交流や活動に参加できるよう、短期及び中長期の滞在型留学制度を

構築します。 

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「市外の人との交流が増えていると感じる」と回答した市

民の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

市外協働協力者   令和 9 年度に調査  700 人  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ２  人 と人 、人 と地 域 のつながりを育 てる  

7 互いを認め合い、自分らしく暮らす 
 

〔現状と課題〕  

同和問題をはじめとする人権侵害や不当な差別に加え、社会の変化に伴う新たな人権課題が存在 。外国人

との相 互 理 解 や多 文 化 共 生 の推 進 も重 要 となる中 、未 だ根 強 く残 る固 定的 な性 別 役 割 分 担 意 識 や、地 域 活

動 等の意 思 決 定 への女 性 参画 の低 さが課題 。多 様 性 を認 め合 う共生 社 会 の実 現に向 けた人権 教 育・ 啓発 が

必要。 

 

〔目指すべき方向性〕  

お互 いの人 権 を尊 重 し多 様 性 を認 め合 う社 会 を目 指 し、人 権 教 育 ・ 啓 発 を重 ね、人 権 尊 重 のまちづくりを

推進します。また、性別にとらわれることなく誰もが自分らしく生活できる社会を目指し、性差への正しい理解

の普及と性別による固定観念・不平等さの解消に努め、多様な人材の参画機会を拡大します。  

 

〔主な施策〕  

① 人権教育・啓発と多様性の尊重  

同和問題をはじめとする様々な人権課題への理解を深める教育・啓発を推進し、差別や偏見の解消と、一

人ひとりの個性や多様性を認め合う意識の醸成を図ります。また、国際交流等を通じて異なる文化や習慣へ

の理解を深め、多文化共生の意識を醸成します。  

 

② 男女共同参画の推進  

固定 的 な性 別役 割 分担 意識 の解 消 を図 るとともに、家庭・ 職 場・地 域等 のあらゆる分野における男 女共 同

参画を促進し、誰もが個性と能力を発揮し、意思決定に参画できる環境づくりを進めます。  

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「今の浜田市は人権が尊重されるまちになっている」と回

答した市民の割合  

令和 6 年度  

57.4％  
現状値以上  

審議会等への女性の参画率  
令和 8 年度  

31.0% 
40.0% 
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ３  地 域 の産 業 を育 て、働 く選 択 肢 を広 げる  

８  商工業の挑戦と成長を後押しする 
 

〔現状と課題〕  

人口減少や若者の市外 流出による人手不足・後継者不足に加え、物価・エネルギー価格の高騰 や物流問題

により経営環境が厳しい状況。地域資源 や食、農林水産業、県内唯一の国際貿易港 である浜田港などの地域

特性を生かした商品開発や販路拡大、起業・創業の促進に向けた取組が必要。  

 

〔目指すべき方向性〕  

地域 企業 が環 境変 化に対応して新 たな事 業と雇 用を生 み、持続 的に利 益 と付 加価 値 を高 める産 業基 盤を

目指し、創業を支援し、DX、生産性向上、商品開発、販路拡大を後押しします。  

 

〔主な施策〕  

① 起業・事業承継・新事業創出の推進  

起業・創業、新分野への進出、事業承継を支援し、空き店舗の活用や企業誘致を進め、新たな事業者の参

入と地域経済の活性化を図ります。  

 

② デジタルを活用した経営基盤の強化  

DX や省力化設備の導入を支援するとともに、適正な価格転嫁や経営改善を促進し、企業の生産性と収益

力の向上を図ります。 

 

③ 付加価値の高い産業の育成  

 市 内 企 業 の販 路 開 拓 や海 外 展 開 、地 域 資 源 を生 かした商 品 開 発 ・ ブランド化 を一 体 的 に支 援 し、地 域 産 業

の活性化を図ります。 

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「 浜 田 市 では、新 商 品 や新 店 舗 が増 えるなど、市 内 商 業

が賑わっている」と回答した市民の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

市及び支援機関が支援した年間創業件数  
令和 7 年度  

19 件/年  
現状値以上  

商品・サービスの開発・改良、販路拡大、生産性向上等に

取り組む事業者の支援件数  

令和 7 年度  

38 件/年  
現状値以上  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ３  地 域 の産 業 を育 て、働 く選 択 肢 を広 げる  

９  浜田の漁業を未来につなぐ 
 

〔現状と課題〕  

海洋環境の変化、船団の減少、担い手の高齢化・不足に加え、冷凍冷蔵庫不足による物流機能の低下が課

題。水産業の生産・流通基盤の強化に向け、官民一体となった水揚量の確 保、担い手の確保、ブランド戦略の

再構築が必要。 

 

〔目指すべき方向性〕  

安定 した水 揚 げと収 益 を確保 し、担い手 が育 ち、地域 の食とにぎわいを支 える持 続可 能 な水産 業 を目指し

ます。そのため、水揚量の増大、担い手の確保・育成、ブランド化・付加価値向上、魚食普及を進めるとともに、

「はまだお魚市場」を核とした交流・にぎわいを創出します。  

 

〔主な施策〕  

① 地元漁船存続、外来船誘致、陸上施設強化  

水産関係者等と連携し、地元漁船存続対策、外来船誘致、冷凍冷蔵庫等陸上施設強化など水揚量増大の

取組を推進します。 

 

② 県・漁協等と連携した担い手確保  

県、漁協等関係機関と連携し、漁業従事者の担い手確保の取組を推進します。  

 

③ ブランド化・販路拡大  

市 内外 の水 産 関 係者 、企 業、団 体 等 と連 携 し、浜 田 産水 産 物 のブランド力 を高 め、販 路 拡 大や消 費 拡 大に

つなげます。 

 

④ 食育・魚食普及  

地域、学校、企業等と連携し、市民が浜田産水産物を身近に感じ、日常的に消費する機会を増やします。  

 

⑤ はまだお魚市場を核とした交流・にぎわい創出  

はまだお魚市場を核とした交流・にぎわいを創出します。 

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「 浜 田 市 の水 産 業 を次 の世 代 につないでいけると感 じ

る」と回答した漁業者の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

浜田漁港の水揚高  
令和 7 年度  

30.5 億円（税抜） /年  
85 億円（税抜） /年  

新規漁業研修者数  
令和 8 年度  

2 人/年  
3 人/年  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ３  地 域 の産 業 を育 て、働 く選 択 肢 を広 げる  

１０  地域に根ざした農業を育てる 
 

〔現状と課題〕  

中 山 間 地 域 の小 規 模 な水 稲 経 営 が多 く、農 業 従 事 者 の高 齢 化 ・ 後 継 者 不 足 による耕 作 放 棄 地 の増 加 や、

資材高騰、鳥獣 被害が課 題。担い手の確 保やスマート農業の導入による生 産性の向上、高 収益作物 への転換

が必要。 

 

〔目指すべき方向性〕  

環 境 と調 和 した持 続 可 能 な地 域 農 業 を目 指 し、有 機 農 業 による高 付 加 価 値 化 、小 規 模 農 家 への支 援 や担

い手育成、農地集積、災害に強い基盤整備を一体的に進めます。  

 

〔主な施策〕  

① オーガニックビレッジ構想の推進  

有機米の生産拡大や露地野菜の導入による新たな経営モデルの確立、市内での消費拡大などの取組を通

じて地産地消を推進します。 

 

② 地域農業の生産体制強化と多様な担い手の確保・育成  

持続可能な地域農業の仕組みづくりや 3 果樹（大粒ぶどう・西条柿・赤梨）の生産支援、認定農業者や新

規就農者などの多様な担い手の確保・育成を行います。 

 

③ 圃場整備  

農地を大区画化し作業効率と維持管理を高める圃場整備を推進します。  

 

④ 鳥獣被害防止対策の強化  

有害 鳥獣 対 策は集落 が一体 となった鳥 獣 被害 モデル集 落 を育 成し、自衛 力 を地 域全 体 で高 める被害 防止

対策と捕獲対策の支援を強化します。  

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「 浜 田 市 の農 産 物 を購 入 する機 会 が増 えたと感 じる」 と

回答した市民の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

農業産出額  
令和 6 年度※ 

58.8 億円  
59.3 億円  

認定農業者数及び認定新規就農者数  
令和 7 年度  

50 経営体  
54 経営体  

※農業産出額については、令和 7 年度に米価高騰による特殊要因があるため、令和 6 年度を現状値としています。 
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ３  地 域 の産 業 を育 て、働 く選 択 肢 を広 げる  

１１  森と木を生かす林業を育てる 
 

〔現状と課題〕  

担い手の高齢化や不足、木材価格の低迷、険しい地形による搬出コストの増加などにより、林業の収益性が

低く、就業者の定着が課題。森林整備の遅れを解消するため、施業の集約化・効率化や就業支援が必要。  

 

〔目指すべき方向性〕  

森 林 資 源 が適 切 に循 環 利 用 されることにより、林 業 者 の所 得 と担 い手 が確 保 され、浜 田 市 に合 った「 生 活

の中に森がある。循環する木の町。」を目指 します。 

 

〔主な施策〕  

① 森林資源の有効活用と生産基盤の強化  

油圧集材機等を活用した木材搬出の効率化や、広葉樹資源の有効活用を進め、林業の生産性向上を図り

ます。 

 

② 林業サプライチェーンの構築  

伐 採 から製 材 ・ 乾 燥 ・ 加 工 ・ 建 築 ・ 利 用 までの地 域 内 の連 携 体 制 を構 築 し、地 域 材 の安 定 供 給 と付 加 価 値

の向上を図ります。 

 

③ 木育・地域材利用の推進  

公共 建 築 物等 への浜 田 市産 材 の利用 を進 め、山 や木に触 れる機 会 を創 出 することで地 域 材の魅 力 を発信

し、木材利用を促進します。 

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「 浜 田 市 産 材 に触 れる機 会 が増 えた」 と回 答 した市 民 の

割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

素材生産量  
令和 7 年度  

23,423 ㎥/年  
27,000 ㎥/年  

林業従事者数  
令和 7 年度  

51 人  
51 人  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ３  地 域 の産 業 を育 て、働 く選 択 肢 を広 げる  

１２  浜田の魅力で、訪れる人を増やす 
 

〔現状と課題〕  

観光入込客数はコロナ禍から回復傾向にあるものの伸び悩み、日帰り利用の割合が高い状況。宿泊客数 の

増加、観光地間の周遊、情報発信力の強化に加え、地域・事業者・行政が連携した観光地域づくりが必要。  

 

〔目指すべき方向性〕  

浜 田 ならではの食 ・ 石 見 神 楽 ・ 温 泉 が一 体 的 な魅 力 として認 知 され、来 訪 者 が滞 在 ・ 周 遊 できる観 光 地 域

を目指し、ブランド形成と情報発信を進め、広域連携で誘客から宿泊・再訪へつなげます。  

 

〔主な施策〕  

① 食・石見神楽・温泉を活かした滞在型・周遊型観光の推進  

食、石見神楽、温泉などの地域資源を組み合わせた魅力ある観光コンテンツを創出するとともに、民間

事業者等と連携して観光商品の造成・販売やプロモーションに取り組み、滞在時間の延伸と周遊促進を

図ります。 

特に、食については民間事業者等の専門的な知見やノウハウを生かし、浜田ならではの地域資源を活

用した観光コンテンツの創出を推進します。 

 

② 広域連携による誘客・情報発信の強化  

島根県観光連盟や企業等と連携し、浜田市を含む広域エリアの魅力を発信するプロモーションを推進します。  

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「浜田市の地域資源が観光に活かされていると感じる」

と回答した市民の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

年間観光入込客数  
令和 7 年度  

151 万人/年  
157 万人/年  

年間宿泊者数  
令和 7 年度  

27 万人/年  
28 万人/年  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ４  誰 もが学 び、成 長 し続 けられる地 域 をつくる  

13 学びを地域の力につなげる 
 

〔現状と課題〕  

人口減少や価値観・ライフスタイルの変化により学習ニーズが多様化する一方、社会教育活動への参加者や

地域活動の担い手が減少。誰もが学べる機会の充実と、学びを人のつながりや地域活動、協働のまちづくりに

つなげる仕組みづくりが必要。  

 

〔目指すべき方向性〕  

誰 もが生 涯 にわたり学 びたいことを学 び、その成果 を生 きがいや地 域 活動 、社 会 貢 献に生 かせる地 域 を目

指し、まちづくりセンターや図書館・美術館等を身近な学びと交流の拠点として整え、参加から実践へつなげま

す。 

 

〔主な施策〕  

① 全まちづくりセンターへの社会教育士配置と活躍機会創出  

全まちづくりセンターへの社会教育士配置を目指します。また、対話と協働を強みとする社会教育士の活躍

の場 を創出 し、「自 らの手 で地 域 を良くしたい」 という住 民の主体 性 を引 き出し、まちづくりセンター等 で実 施

する事業のさらなる効果向上を図ります。  

 

② 地区サポーター等のスキル向上  

地 区サポーターやまちづくりコーディネーター等 が活 動において必 要 となるファシリテーション能 力やコミュ

ニケーション能力のスキル向上を図ります。  

 

③ 図書館の「読む・集う・学ぶ」機能強化  

「読む」「集う」「学ぶ」機能を総合的に展開し、地域共創に寄与します。  

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「浜田 市 では、学 びたいことを学べる機 会がある」と回答

した市民の割合  

令和 8 年度  

14.8％  
現状値以上  

まちづくりセンターへの社会教育士の配置率  
令和 8 年度  

61.5％  
100％  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ４  誰 もが学 び、成 長 し続 けられる地 域 をつくる  

14 歴史と文化を守り、未来へつなぐ 
 

〔現状と課題〕  

人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 により、歴 史 ・ 文 化 活 動 の担 い手 不 足 や継 続 が課 題 。市 民 が歴 史 ・ 文 化 に触 れる機

会の充実と、文化施設の知見や特色を生かした教育現場との連携を通じた保存・活用・継承が必要。  

 

〔目指すべき方向性〕  

市民が歴史や文化に親しみ、地域の文化を誇りとして次世代へ継承できる環境を整えます。加えて、市民活

動や文化の担い手を支援するとともに、文化施設と学校等との連携、文化財の調査・保存・活用を進めます。  

 

〔主な施策〕  

① 文化イベント等の支援・情報発信  

各 文 化 施 設 や市 民 団 体 等 が取 り組 むイベント等 の情 報 発 信 を行 い、市 民 が文 化 活 動 に触 れる機 会 の充 実

を図ります。 

 

② 文化施設の老朽化対策  

文化施設の老朽化対策を行い、文化の拠点施設を維持します。 

 

③ 石見神楽の文化財指定に向けた取組  

石見神楽の文化財指定に向けた調査報告書として取りまとめ、文化財指定を目指します。 

 

④ 浜田城跡の調査研究と国史跡指定への取組  

浜田城跡の調査・研究を計画的・継続的に実施し、国の史跡指定を目指します。  

 

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「浜田市は、文化・芸術・芸能が盛んで誇らしい」と回答し

た市民の割合  

令和 8 年度  

15.8％  
現状値以上  

「 文 化 ・ 芸 術 ・ 芸 能 に携 わっている」 と回 答 した市 民 の割

合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ４  誰 もが学 び、成 長 し続 けられる地 域 をつくる  

15 誰もがスポーツを楽しめるまち 
 

〔現状と課題〕  

人口減少や異常気象等により競技人口が減少し、競技団体の活動継続が課題。市民が生涯にわたりスポー

ツに親しめる機会の充実や、スポーツ環境の整備が必要。  

 

〔目指すべき方向性〕  

年 齢 や経 験 にかかわらず誰 もが身 近 にスポーツを楽 しみ、健 康 と交 流 を育 み、競 技 者 も成 長 できる地 域 を

目指し、リーダー・選手・指導者を育成し、スポーツ施設等を活用した継続的で参加しやすい環境を整えます。  

 

〔主な施策〕  

① 生涯スポーツの推進  

年齢や体力、興味・関心に応じて、誰もが気軽にスポーツに親しめる機会を充実させ、スポーツを通じた健

康づくりや交流を促進します。  

 

② 競技スポーツの振興と人材育成  

競 技 者 や指 導 者 、スポーツ活 動 を支 える人 材 の育 成 を進 めるとともに、競 技 力 の向 上 やスポーツへの関 心

を高める取組を推進します。 

 

③ スポーツ施設の適正配置・整備と学校施設の活用  

市民 のスポーツ活動 を支 える施 設の適 正な配置・ 整備 と有 効活 用 を進 め、学校 施設 等も含め、誰もが継 続

的にスポーツを楽しめる環境を整備します。  

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「 浜 田 市 では、スポーツを楽 しめる環 境 が整 っている」 と

回答した市民の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

「週 1 回以上スポーツをしている（指導を含む）」と回答し

た市民の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ５  安 心 して暮 らせるまちを、未 来 へつなぐ（ 医 療 ・ 福 祉 ）  

16 必要な医療を受けられる体制を守る 
 

〔現状と課題〕  

高齢 化率 が高まり医 療 ニーズが増 加する一 方、中 核病 院の特 定診 療科 における医 師不 足や民間 医療 機関

の医師の高齢化・後継 者 不足が課題。看護職 員や医療技術職の確 保も困 難であり、進 路選択から就職・定着

までの一貫した支援が必要。 

 

〔目指すべき方向性〕  

必要 なときに身 近 な地域 で適切 な医 療 を受けられ、医 療従 事 者 が継 続 的に確保 される持続 可 能 な地域 医

療体制を目指し、医療機 関の役割分担と連 携を進め、大学・県等と医師・ 看護職の育成、確保、定 着を図りま

す。 

 

〔主な施策〕  

① 国保診療所・休日応急診療所の維持  

国保診療所と休日応急診療所を維持し、地域住民の安全安心な生活を守ります。  

 

② 浜田医療センターと済生会江津総合病院の役割明確化・機能支援  

浜 田 医 療 センターと済 生 会 江 津 総 合 病 院 の役 割 を明 確 にするとともに浜 田 医 療 センターの医 療 機 能 を維

持するための支援を行います。  

 

③ 県・大学・看護学校等と連携した医療従事者確保  

島根 県、島根 大学 医 学部 、看護 学 校等 関係 機 関 との連 携 を強 化し、総 合診 療医 をはじめとした医 師 、看護

職員等の医療従事者の確保に向けた取組を進めます。  

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「必要なときに適切な医療を受けることができる」と回答

した市民の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

医療施設数（病院、診療所、歯科）  

令和 8 年度  

病院：4 施設  

診療所：54 施設  

歯科：21 施設  

病院：4 施設以上  

診療所：51 施設以上  

歯科：18 施設以上  

病院病床数  
令和 8 年度  

870 床  
700 床以上  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ５  安 心 して暮 らせるまちを、未 来 へつなぐ（ 医 療 ・ 福 祉 ）  

17 健康でいきいき暮らす 
 

〔現状と課題〕  

生活 習 慣 病 は健 康 寿 命 の延 伸 を阻 害する要因 であり、医 療費 や介 護 認 定 率にも影 響。社 会 環境 の複雑 化

によるこころの健康への対応や、食環境の変化に応じた食育の推 進など、家庭・地域・職場が連携 した健康づ

くりが必要。 

 

〔目指すべき方向性〕  

市民が心身の健康 を保 ちながら自分 らしくつながりのある生活の中で生 きがいや幸せが実感 できる地域を

目指し、ライフステージに応じた健康課題に対して、個人、家庭、職場等の地域全体で、疾病・介護予防、こころ

の健康づくり、食育を推進します。  

 

〔主な施策〕  

① 疾病予防と健康寿命の延伸  

各種健診・検診の受診促進や生活習慣の改善、健康増進、介護予防を推進し、ライフステージに応じた疾病

予防と健康寿命の延伸を図ります。  

 

② 地域・職域における健康づくりの推進  

家庭・地域・職場等が連携し、健康づくりや介護予防に取り組む環境 を整 備するとともに、市民の主体的な

健康づくりを支援します。 

 

③ こころの健康づくりの推進  

こころの健 康 に関 する理解 の促 進 や相 談 支 援 体制 の充 実 を図 り、自 死 予 防 やひきこもりへの対 応 など、誰

もが安心して暮らせる環境づくりを進めます。  

 

④ 食育と食を通じた健康づくりの推進  

生涯にわたる健全な食生活の実践に向けた食育を推進するとともに、地産地消や地域の食文化の継承、環

境に配慮した食生活の普及を図ります。  

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「身体的に健康な状態である」と回答した市民の割合  
令和 8 年度  

47.4% 
現状値以上  

「精神的に健康な状態である」と回答した市民の割合  
令和 8 年度  

51.5% 
現状値以上  

65 歳の人が介護を必要とせず、自立して日常生活を送

れる平均的な期間  

令和 7 年度把握  

男性：17.29 年  

女性：20.48 年  

男性：17.59 年  

女性：20.98 年  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ５  安 心 して暮 らせるまちを、未 来 へつなぐ（ 医 療 ・ 福 祉 ）  

18 高齢者を地域で支える 
 

〔現状と課題〕  

高齢化率が高い状況が続き、単身高齢者世帯の増加や介護需要の増大、見守り・認知症対策、移動手段の

確 保 、福 祉 ・ 介 護 人 材 の不 足 が課 題 。地 域 包 括 ケアシステムの深 化 と、予防 から医 療 ・ 介 護 ・ 生 活支 援 まで一

体的に提供できる体制の構築が必要。  

 

〔目指すべき方向性〕  

高 齢 者 が住 み慣 れた地 域 で役 割 と生 きがいを持 ち、必 要 な支 援 を受 けながら自 分 らしく暮 らし続 けられる

状態を目指し、介護予防・社会参加を促し、相談・見守り、認知症支援、多様な住まい・家族介護・介護人材支

援を整えます。  

 

〔主な施策〕  

① 地域共生社会と地域包括ケアの実現  

  地域包括支援センターと重層的支援体制整備事業との連携を強化し、多様な課題に寄り添った包括

的な支援体制の構築を図ります。 

 

② 認知症支援施策の構築  

  認知症サポーター養成を通じて認知症への理解を深めるとともに認知症カフェを通じて交流を広げ、

地域で支え合う意識を高めます。 

  

③在宅医療・介護の連携推進と介護人材の確保  

  医療・介護の連携により療養から看取りまで切れ目なく支援するとともに、介護人材の確保を進めま

す。 

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「浜田市は高齢者にとって暮らしやすい」と回答した市民

の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

「過去 1 年間に地域活動に参加した」と回答した高齢者

の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ５  安 心 して暮 らせるまちを、未 来 へつなぐ（ 医 療 ・ 福 祉 ）  

19 障がいのある人が自分らしく暮らす 
 

〔現状と課題〕  

人と人 とのつながりが希 薄化する中、障 がいがある人もない人 もその存在 を認 め合 い、支 え合うことにより、

障がいがある人 が住 み慣 れた地 域でその人 らしい生活 を送ることができる「地域共 生社 会」を実現 するため、

障がいの理解促進や支援体制の構築が必要。  

 

〔目指すべき方向性〕  

障 がいの有 無 にかかわらず誰 もが尊 重 され、地 域 生 活 における個 々の希 望 を実 現 できる「 地 域 共 生 社 会 」

を目 指し、地域 の支援 機 関・市 民・企 業・行 政等 が情 報と課題 を共有 することにより、支援 が必 要 な人 を面 で

支える連携ネットワークを築きます。  

 

〔主な施策〕  

① 自立支援協議会等と連携した障がい理解の推進  

浜田圏域自立支援協議会各部会及びワーキング、その他関係機関と連携を図りながら、障がい理解の推進

に係る取組を実施します。 

 

② 相談支援体制の整備  

困りごとを抱える障がい者や家族、地域住民等が気軽に相談できる相談支援体制の整備を行います。  

 

③ 合理的配慮の推進  

「浜田市障がいのある人もない人も共に生きることができるまちづくり条例」の理念に基づき、障がいのあ

る人を取り巻くあらゆる障壁を解消するとともに、お互いに尊重し、配慮し合える社会の実現を目指します。  

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「浜田市は障がいがある人にとって暮 らしやすい」 と回答

した市民の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

福祉施設から一般就労へ移行した人数  
令和 7 年度  

6 人/年  
9 人/年  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ５  安 心 して暮 らせるまちを、未 来 へつなぐ（ 医 療 ・ 福 祉 ）  

20 地域で支え合い、安心して暮らす 
 

〔現状と課題〕  

少 子 高 齢 化 や人 口 減 少 、生 活 様 式 の多 様 化 により、地 域 や家 族 のつながりが希 薄 化 。市 民 ・ 関 係 団 体 ・ 関

係機関・行政など、多様な主体の協働による地域で支え合う体制の構築が必要。 

 

〔目指すべき方向性〕  

誰もが地域とのつながりを持ち、安心して共に住み慣れた地域で暮らせるように、多様な主体が協働して地

域課題の解決に取り組む包括的な支援体制の構築を目指します。  

 

〔主な施策〕  

① 地域の支え合い活動の推進と支援  

社会福祉協議会や民生委員・児童委員など、地域福祉推進の担い手への支援や、困った時に気軽に相談で

きる人・場所を身近な地域につくる等の支援に努めます。 

 

② 地域での自立した生活への支援  

誰もが住み慣れた地域で自分らしく、自立して暮らせるよう、関係機関と連携した相談・支援に努めます。 

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「困ったときに相談できる人が身近にいる」と回答する市

民の割合  

令和 8 年度  

48.5% 
現状値以上  

民生委員・児童委員の年間平均活動日数  
令和 7 年度  

132.4 日  
132.4 日  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ５  安 心 して暮 らせるまちを、未 来 へつなぐ（ 生 活 ）  

21 備えと支え合いで安全安心を守る 

 

〔現状と課題〕  

豪 雨や土 砂 災害 、地 震 などの災 害リスクが高 まり、官 民 一 体 となった防 災 対 策 が必 要 。特殊 詐 欺や不 審者

事案 への対応 など地 域 防犯 力 の強 化に加 え、高 齢者 の交通 安 全やこどもの登 下 校時 の見 守り体 制の充 実が

課題。 

 

〔目指すべき方向性〕  

災害や犯罪、交通事故への不安が軽減され、市民一人ひとりが備え、地域で支え合いながら安心して暮らせ

るまちを目指し、自助・共助・公助の防災体制を強化するとともに、防犯・見守り・交通安全対策を推進します。  

 

〔主な施策〕  

① 市民の防災意識・備えの向上   

ハザードマップや防災情報の普及啓発、避難訓練 等を通じて、市民一人ひとりの防災意識と災害への備え

を高めます。 

 

② 地域防災力の強化  

自主防災組織や防災士等の地域の担い手を育成するとともに、地域主体の防災活動を支援します。 

 

③ 災害対応力の強化  

災害情報の発信体制や備蓄等を整備するとともに、職員の災害対応力を高め、迅速な災害対応体制を整

えます。 

 

④ 安全安心な地域づくりの推進  

通学路への防犯カメラ設置や交通指導員の配置で犯罪防止と交通安全 に資するとともに、犯罪被害者等

支援条例を制定し、被害者やその家族への支援体制を整備することで、誰もが安心して暮らせる地域づくりを

進めます。 

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「浜田市は安全安 心なまちである  」と回 答した市 民の割

合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

「災害への備えをしている 」と回答した市民の割合  令和 9 年度に調査  現状値以上  

「 過 去 1 年 間 に、地 域 の防 災 訓 練 ・ 避 難 訓 練 に参 加 し

た 」と回答した市民の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ５  安 心 して暮 らせるまちを、未 来 へつなぐ（ 生 活 ）  

22 消防・救急で命を守る 
 

〔現状と課題〕  

多様化する災害に対応するための体制の整備・最適化を進めるとともに、市民の防火・救命意識の向

上や、消防団・関係機関との連携強化を通じて、地域全体で支え合う災害対応力を向上させることが必

要。 

 

〔目指すべき方向性〕  

消防力の適正化を進めるとともに、防火講話・消火訓練、AED の普及や救命講習を通じた市民の防

火・救命意識の定着及び消防団や関係機関との連携強化を目指します。 

 

〔主な施策〕  

① 消防・救急体制の整備・強化  

消防需要や災害の多様化に対応するため、消防施設や装備の適正な整備と消防署の体制・配置の最適化

を進め、迅速かつ的確な消防・救急活動を行う体制を強化します。  

 

② 市民の防火意識の向上・救命体制の整備  

市民への防火・防災に関する啓発や救命講習等を推進し、火災予防や応急手当の知識・技術の普及を図る

とともに、地域における救命活動を支える環境を整備します。  

 

③ 地域・関係機関との連携強化  

消防団や関係機関との連携を強化し、合同訓練等を通じて災害対応力の向上を図るとともに、地域におけ

る防火・防災活動や共助の体制づくりを推進します。 

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「火災や救急時に、迅速かつ適切な対応を受けられる」と

回答した市民の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

防火講話・消火訓練の実施回数  
令和 8 年度  

65 回/年  
65 回/年  

まちかど救急ステーション及びまちかどＡＥＤの数  
令和 8 年度  

257 台  
313 台  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ５  安 心 して暮 らせるまちを、未 来 へつなぐ（ 生 活 ）  

23 誰もが移動しやすい交通環境を整える 
 

〔現状と課題〕  

自家用車の普及や人口減少により、公共交通の利用が減少する一方、運転できない高齢者等にとって公共

交通 は不 可 欠な移 動手 段。限 られた財源 の中 で交通サービスを維持 するため、交通 網の再編や市 民・交 通事

業者・行政の協働による取組が必要。  

 

〔目指すべき方向性〕  

高 齢 者 をはじめ誰 もが移 動 手 段 を確 保 し、通 院 ・ 買 物 ・ 交 流 など日 常 生 活 を安 心 して続 けられる地 域 を目

指します。また、利用 ニーズと需 要を把握し、交通 手段を組み合わせて効率 化し、利用環境 の改善 と利用促進

を進めます。  

 

〔主な施策〕  

① 高齢者や地域ニーズに応じた交通手段の確保  

地域と交通事業者が連携した、「ドア・トゥ・ドア型」の移動手段の確保や支援に取り組み、敬老福祉乗車券

による運賃負担軽減を行い高齢者の外出支援を行います。  

 

② 効率的で持続可能な交通体系の構築  

通勤・通学・通院・買い物等の市民生活に必要な路線バスや予約型乗合タクシー等の維持確保に努めます。

同時に効率的な運行の見直しを定期的に行い、財政負担の軽減を図ります。  

 

③ 利用しやすい交通環境の整備  

広域連携も考慮した、乗り継ぎしやすいダイヤの設定や、予約システムなど新たな技術の導入検討を行い、

誰もが利用しやすい環境の整備を行います。  

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「 バスやタクシーが、通 院 ・ 通 学 ・ 買 物 ・ 交 流 など、日 常 生

活に役立っている」と回答した利用者の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

市営公共交通（生活路線バス・予約型乗合タクシー） 1 便

当たり利用者数  

令和 7 年度  

1.7 人/便  
1.7 人/便  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ５  安 心 して暮 らせるまちを、未 来 へつなぐ（ 生 活 ）  

24 安全で快適な暮らしの基盤を整える（上下水道・住環境） 
 

〔現状と課題〕  

水道施設・管路の老朽化に伴い、更新需要が増加する一方、財源や人材の確保が課題。汚水処理人口普及

率 も全 国 ・ 県 平 均 を下 回 っており、地 域 の実 情 に応 じた効 率 的 な汚 水 処 理 の推 進 が必 要 。また、住 宅 等 の耐

震化や空き家の適正管理など、安全で良好な住環境の整備が必要。 

 

〔目指すべき方向性〕  

安全で安定した上下水道 サービスが確保されている状態を目指し、施設の適正化・計画的な更新と汚水処

理の普及を進めるとともに、安全で快適に暮らせる住環境の整備を推進します。  

 

〔主な施策〕  

① 上下水道施設の維持・更新  

上下水道施設や管路の効率的な維持管理と計画的な更新・耐震化を進め、安全で安定した上下水道サー

ビスの確保を図ります。 

 

② 汚水処理の推進  

地域の実情に応じた効率的な汚水処理を推進し、汚水処理施設の適正な整備 を行い、普及を図ります。 

 

③ 上下水道事業の持続可能な運営  

施 設 や事 業 規 模 の適 正 化 、官 民 連 携 などを進 め、限 られた財 源 や人 材 を有 効 に活 用 した効 率 的 な事 業 運

営を図ります。 

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「蛇 口 からの水 を安 心して使うことができる」 と回 答する

市民の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

汚水処理人口普及率  
令和 7 年度  

51.2% 
57.4％  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ５  安 心 して暮 らせるまちを、未 来 へつなぐ（ 生 活 ）  

24 安全で快適な暮らしの基盤を整える（道路・市街地）  
 

〔現状と課題〕  

道路施設の老朽化や危険箇所への対策、道路ネットワークの整備が必要。 

人口が減少する中でも、一定の人口密度や生活サービスを維持し、にぎわいを生み出すことが必要。 

 

〔目指すべき方向性〕  

安全で快適な道路ネットワークが確保されている状態を目指します。  

地域 の拠 点に住宅や暮 らしに必要 な施設 がまとまり、公 共交 通 でつながる、いつまでも暮らしていけるまち

を目指します。浜田駅周辺は、人が集い、滞在し、新たな挑戦もできる場とします。  

 

〔主な施策〕  

① 道路ネットワークの整備・充実  

地域間の移動や広域交流、物流を支える道路ネットワークを強化するため、国や県などと連携しながら整備

を進めます。 

 

② 道路施設の適正な維持管理と防災対策  

道 路 や橋 梁 などの計 画 的 な維 持 管 理 ・ 更 新 と防 災 対 策 を進 め、安 全 で安 心 して利 用 できる道 路 環 境 の確

保を図ります。 

 

③ コンパクトなまちづくりの推進と浜田駅周辺の活性化  

立地 適 正 化計 画に基 づき、緩やかにコンパクトな都市 構 造 への転 換 を図 ります。浜 田 駅周 辺 では、グランド

デザインに基づく整備や回遊性向上により、人が集い新たな活動が生まれる場づくりに取り組みます。  

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「私の暮らしている地域では、まちなか、公園、川沿い等

で心地よく歩ける場所がある」と回答した市民の割合  

令和 8 年度  

36.6％  
現状値以上  

「 安 全 で快 適 な道 路 が確 保 されている」 と回 答 した市 民

の割合  
令和 9 年度に調査  現状値以上  

市 が管 理 する道 路 の落石 対 策 や橋 梁 の老 朽 化対 策 を完

了した箇所の割合  

令和 8 年度  

55％  
75% 
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ５  安 心 して暮 らせるまちを、未 来 へつなぐ（ 生 活 ）  

25 環境にやさしい暮らしを広げる 

 

〔現状と課題〕  

ゼロカーボンシティを表明 し、地 球 温 暖 化 対 策 実行 計 画 を改 定 したものの、財 政 負 担 や地 域 社 会 の理 解 な

どが課 題。ごみの焼 却により温室 効 果 ガスが排 出 されるため、ごみの減 量 化や資源 の有効 活 用による環 境負

荷の低減が必要。 

 

〔目指すべき方向性〕  

市民・事業者・行政が脱 炭素を共 通の課 題として行動し、環境負荷 の低減 と地域経済 の循環が両 立するま

ちを目指 し、学 びと省エネを広 げ、再エネ設 備 の導 入 を支 援・ 先導 し、地 域に利 益 が還元 される仕 組 みを整え

ます。  

 

〔主な施策〕  

① 脱炭素に向けた意識醸成と行動の促進  

市民や事業者の環境意識の向上を図り、脱炭素に向けた理解と行動を促進するとともに、地域全体で環境

保全に取り組む機運を醸成します。  

 

② 再生可能エネルギーの導入と省エネルギーの推進  

再 生 可 能 エネルギーの導 入 や省 エネルギーの取 組 を促 進 するとともに、公 共 施 設 における率 先 した取 組 を

進め、温室効果ガス排出量の削減を図ります。  

 

③ ごみの減量化と資源循環の促進  

ごみの発生抑制や分別・リサイクルを推進するとともに、資源の再利用や有効活用を促進し、環境負荷の低

減と地域内での資源循環を図ります。  

 

〔政策目標（政策ＫＰＩ）〕  

目標項目  現状値  
目標値  

（令和 12 年度）  

「 私 の暮 らしている地 域 では、リサイクルや再 生 可 能 エネ

ルギー活 用 等 、環 境 への取 組 みが盛 んである」 と回 答 す

る市民の割合  

令和 8 年度  

27.1% 
現状値以上  

市域の温室効果ガス排出量  
令和 8 年度  

386 千ｔ -CO2 
265 千ｔ -CO2 
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ６  未 来 を見 据 え、持 続 可 能 な行 財 政 をつくる  

26 公共施設と市有財産を上手に活用する 
 

〔現状と課題〕  

公共施設の半数以上が築 30 年を超え、老朽化対策が急務となる一方、物価高騰により改修・更新費用が

増 加 。行 政 機 能 を維 持 しながら施 設 総 量 を抑 制 し、限 られた人 的 ・ 財 政 的 資 源 で効 率 的 に施 設 を維 持 ・ 運 営

することが課題。 

 

〔目指すべき方向性〕  

公共施設のマネジメントについて、利用実態や将来需要を踏まえ、施設の維持から将来にわたり必要な市民

サービスを持 続 させる、機能・ サービスの維 持 へと発 想 を転換 します。施 設の統 合・複 合 化や予 防 保全 への転

換による長寿命化・費用の平準化を図るとともに、遊休財産の利活用や売却を進めます。  

 

〔主な施策〕  

① 第 3 期公共施設再配置実施計画の進捗管理と統廃合・複合化  

第 3 期公共施設再配置実施計画の進捗管理を実施することにより、公共施設の適正配置を推進 します。 

 

② 市有財産利活用方針・売却計画に基づく未利用資産の処分・活用  

浜田市市有財 産利活用 方針に基づき、浜田 市市 有財産売却計 画を毎年 見直しながら、遊休財産 の計画的

な売却等の処分や利活用を行 います。 
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ６  未 来 を見 据 え、持 続 可 能 な行 財 政 をつくる  

27 将来にわたり安定した財政を守る 
 

〔現状と課題〕  

人口減少による税収への影響や社会保障費の増加、金利上昇、物価高騰などにより、財政運営の先行きが

不透明。将来世代の負担に配慮し、安定的・継続的に行政サービスを提供できる財政基盤の確立が必要。 

 

〔目指すべき方向性〕  

限 られた財 源 の中 で必 要 な行 政 サービスを継 続 し、将 来 世 代 に過 度 な負 担 を残 さない健 全 で持 続 可 能 な

財政運営を目指します。事業の成果や必要性等を検証しつつ、選択と集中により必要な投資を行いながら、自

主財源の確保と地方債の管理を一体的に進めます。  

 

〔主な施策〕  

① 中長期的な財政運営  

財政の健全性を維持しつつ、本計画に掲げる施策を力強く推し進めるために中長期的な視点での財政運営

を行います。具体的には、10 年間の中期財政計画及び見通しを作成し、毎年度ローリングを行います。  

 

② 自主財源の確保  

ふるさと寄附 の取組 強 化 や市 有財 産 の売 却や貸 付といった積 極的 な活 用 、市 税等 の収納 率 の向上 等によ

る自主財源の確保に引き続き取り組みます。  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  基 本 目 標 ６  未 来 を見 据 え、持 続 可 能 な行 財 政 をつくる  

28 質の高い行政サービスを届ける 
 

〔現状と課題〕  

市民ニーズや行政課題が多様化・複雑化する一方、行政の人員・財源は限られている。質の高い行政サービ

スの提 供に向 けた業 務効 率化やデジタル技術 の活 用、組 織 力の強化 に加 え、市民 との対 話や透明 性 の確 保、

説明責任の充実が必要。 

 

〔目指すべき方向性〕  

デジタル技術の活用 をはじめとする業務プロセスの見直しと組織・人材育成を推進し、透明性・説明責任を

備えた持続可能な行政運営を定着させます。  

 

〔主な施策〕  

① DX や業務改善（BPR）の推進によるサービス向上と効率化  

デジタル技術の活用と業務改善を一体的に進め、行政サービスの利便性向上と業務の効率化を図ります。  

 

② 職員の人材育成と変化に対応できる組織づくり 

職員一人ひとりの能力向上を図るとともに、社会環境の変化に柔軟に対応できる組織づくりを進めます。  

 

③ 市政情報の発信と広報の充実  

広報紙やウェブサイト、SNS などを活用し、市政情報や市民生活に必要な情報を分かりやすく発信します。 
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０ 2 前 期 基 本 計 画  

第３期浜田市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

 
日本の急速な少子高齢化と人口減少に対応し、地域経済の活性化や東京圏への一極集中の是正を目指す

ため、まち・ひと・しごと創生法（平成 26 年法律第 136 号）に基づき、国が策定した「デジタル田園都市国家

構想総合戦略」の地方版総合戦略として策定するものです。 

本市では、人口減少への対応を、単なる人口規模の維持ではなく、地域を担う人を育て、多様な人の関わり

を生 み出し、その力 を地 域の価値 向上につなげる取組 として総 合的 に推 進 するため、総 合戦 略 を前 期基 本計

画に包含します。 

また、ビジョンの実現に向けて、「ふるさと教育」「関係人口創出」「若者還流」の３つの視点から施策を横断

的に展開し、人口減少下においても持続可能な地域を目指します。 

また、人が育ち、関わり、還る好循環を創出することで、浜田への誇りや愛着を育み、地域の価値向上につな

げます。さらに、市民委員会で寄せられた「医療を守ってほしい」との意見も踏まえ、救急告示病院の存在確率

が 80％ となる人 口 規 模 として示 される 37,500 人 以 上 の維 持 を一 つの根 拠 とし、 ２ ０ ４ ５ 年 に人 口

40,000 人を確保することを目指します。  

 

【第３期浜田市まち・ひと・しごと創生総合戦略の数値目標】  

目標指標  推計（2025 年) 目標（2045 年）  

人口  47,654 人  40,000 人  

合計特殊出生率  1.64 2.07 

社会増減数  ▲362 人  ＋70 人  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  第 ３ 期 浜 田 市 まち・ ひと・ しごと創 生 総 合 戦 略  

１  人口減少対策の考え方  

 

目標人口である 2045 年人口 40,000 人の確保に向け、合計特殊出生率と社会増減の目標から逆

算し、人口減少対策として取り組むべき要素を整理します。 

第３期浜田市まち・ひと・しごと創生総合戦略 では、転出抑制、転入促進、合計特殊出生率の向上に向

けた戦略を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計特殊出生率：1５～49 歳までの 1 人の女性が一生のうちに生むこどもの数を示す指標  

※生涯未婚割合：50 歳時点で一度も結婚したことがない人の割合  

※完結出生児数：結婚生活が 15～19 年の夫婦が産んだこどもの平均人数  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  第 ３ 期 浜 田 市 まち・ ひと・ しごと創 生 総 合 戦 略  

２  基本骨格 
 

第３期浜田市まち・ひと・しごと創生総合戦略の基本骨格は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 
 

戦略① 戦略② 戦略③ 

戦  略  名  ふるさと教育戦略  関係人口創出戦略  若者還流戦略  

方    針  
浜田への誇りと愛着を育み、 

未来の担い手を育てる 

浜田と関わる人を増やし、 

多様な力を地域につなげる 

若者が浜田で働き、 

暮らし、活躍できる環境をつくる 

ターゲット 
児童・生徒  

(小学生・中学生・高校生 ) 
関係人口  

定住者  

（県大生含む）  

検討方針  人口シミュレーションの結果を踏まえて、目標人口に対し必要な施策・事業を検討  

目標人口  

への寄与  
転入促進（ U ターン）  転入促進（ I ターン）  

転入促進  

転出抑制  

合計特殊出生率の向上  

代表的な 

指標及び 

目標値  

（ 令和 12 年 度）  

①地域への愛着度  
→ 54％  
 （ 現 状  R8： 49.6％ ）  

 

②転入者数（ U ターン）  
→ 年 40 人  
 （ 4 年 累 計  160 人 ）  

①市外協働協力者  
→ 700 人  
 （ 現 状  R9 年 度 に把 握 ）   

 

②転入者数（ I ターン）  
→ 年 190 人  

    （ 4 年 累 計  760 人 ）  

①転入者数  
→ 年 1,547 人  
 （ 現 状  R7 年 ： 1,398 人 ）  

 

②転出者数（抑制）  
→ 年 1,476 人  
 （ 現 状  R7 年 ： 1,760 人 ）  

 

③合計特殊出生率  
→ 1.81 
 （ 現 状  H30～ R4： 1.64）  

※目 標 値 は 第 ３ 期 浜 田 市 まち・ ひと・ しごと創 生 総 合 戦 略 の 最 終 年 度 （ 令 和 12 年 度 ） の値 。人 数 は 年 間 値 、

「 4 年 累 計 」 は R9 ～ R1 2 の合 計 。 転 入 者 数 ・ 転 出 者 数 ・ UI ターン 数 は 社 会 増 減 目 標 （ 毎 年 4 32 人 ）

を各 戦 略 に 配 分 した値 で 、施 策 効 果 が現 れる 2 0 30 年 度 以 降 こ の水 準 を維 持 す る。 合 計 特 殊 出 生 率 は

2045 年 2. 07 に 向 け た按 分 値 （ 毎 年 の進 捗 は 子 ども女 性 比 で 確 認 ） 。 愛 着 度 は 市 民 ア ンケート 「 地 域 に

ずっと住 み続 けたい」 の 割 合 。  

 

目指す人口（2045 年：40,000 人）  
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０ 2 前 期 基 本 計 画  

❶ ふるさと教育戦略  

― 浜田への誇りと愛着を育み、未来の担い手を育てる ― 

 

こどもたちが浜田の自然、歴史、文化、産業など地域の魅力を学び、地域との関わりを深め

ることで、ふるさとへの誇りや愛着を育み、将来の地域を支える人材の育成につなげます。 

 

 

【主な取組】  

① 地域における子育て支援と交流の促進（政策 1-③）  

子育て支援センターを拠点に、子育て中の保護者が身近な地域で相談や情報交換、交流ができる場づくり

を進め、保護者の孤立感や負担感の軽減を図ります。 

 

② 若者と地域企業の接点づくりと就職支援（政策 5-②）   

県外 進 学 者等 に向 けた継続 的 な情 報 発信 や交 流機 会 の充実 を図 るとともに、地 域企 業 への理 解 を深 める

機会を創出し、地元就職や U ターンを促進します。 

 

③ 文化イベント等の支援・情報発信（政策 14-①）  

各 文 化 施 設 や市 民 団 体 等 が取 り組 むイベント等 の情 報 発 信 を行 い、市 民 が文 化 活 動 に触 れる機 会 の充 実

を図ります。 

 

 

【関連する政策】  

1 こどもを安心して産み育てる環境づくり 

2 こどもが学び、成長できる学校づくり 

3 こどもが自分らしく輝ける場を広げる 

13 学びを地域の力につなげる 

14 歴史と文化を守り、未来へつなぐ 

15 誰もがスポーツを楽しめるまち 
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０ 2 前 期 基 本 計 画  

❷ 関係人口創出戦略  

― 浜田と関わる人を増やし、多様な力を地域につなげる ― 

 

市民だけでなく、浜田に関心を持つ人、訪れる人、学ぶ人、働く人など、多様な人とのつな

がりを創出し、その関わりを地域づくりの力へつなげます。 

 

 

【主な取組】  

① まちづくりセンターを拠点とした協働推進（政策４-③）  

まちづくりセンターを拠点として地域住民や各種団体、事業者などを支援し、多様な主体との協働を推進し

ます。 

 

② 関係人口の活動の可視化と促進 （政策６-①）  

デジタル技術を活用した浜田市オフィシャルアンバサダー制度を導入し、関係人口の活動状況や地域への貢

献を可視化するとともに、継続的・主体的な活動を促進します。  

 

③ 滞在・交流を通じた関係人口の拡大（政策６-③）  

多様な人材が浜田に滞在し、地域との交流や活動に参加できるよう、短期及び中長期の滞在型留学制度を

構築します。 

 

 

 

【関連する政策】  

4 地域で支え合うまちづくり 

5 地元で働く人を育て、呼び込む 

6 浜田とつながる人を増やす 

8 商工業の挑戦と成長を後押しする 

9 浜田の漁業を未来につなぐ 

10 地域に根ざした農業を育てる 

11 森と木を生かす林業を育てる 

12 浜田の魅力で、訪れる人を増やす 
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０ 2 前 期 基 本 計 画  

❸ 若者還流戦略  

― 若者が浜田で働き、暮らし、活躍できる環境をつくる ― 

 

進学や就職を機に市外へ転出した若者が、将来的に浜田へ戻ることを選択できるよう、教

育、産業、雇用、暮らしの環境を一体的に整えます。また、若者が地域と関わりながら挑戦で

きる機会を創出し、浜田で暮らす魅力を高めます。 

 

【主な取組】  

① 妊娠・出産から子育て期にわたる切れ目のない支援 （政策 1-①）  

母子保健事業や子育て支援事業を通じて、医療機関や相談機関と連携しながら、妊娠期から子育て期まで

継続的に支援します。また、こども家庭センターを拠点に、子育てに困難を抱える家庭の状況に応じた相談・支

援を行います。 

 

② 地域企業の採用力・受入環境の向上 （政策５-③）  

地域企業の採用活動や情報発信、インターンシップ等の受入体制の充実を支援するとともに、働きやすい職

場環境の整備を促進し、人材の確保と定着を図ります。  

 

③ 起業・事業承継・新事業創出の推進（政策 8-①）  

起業・創業、新分野への進出、事業承継を支援し、空き店舗の活用や企業誘致を進め、新たな事業者の参

入と地域経済の活性化を図ります。  

 

【関連政策】  

1 こどもを安心して産み育てる環境づくり 

2 こどもが学び、成長できる学校づくり 

5 地元で働く人を育て、呼び込む 

8 商工業の挑戦と成長を後押しする 

9 浜田の漁業を未来につなぐ 

10 地域に根ざした農業を育てる 

11 森と木を生かす林業を育てる 

12 浜田の魅力で、訪れる人を増やす 

23 誰もが移動しやすい交通環境を整える 

24 安全で快適な暮らしの基盤を整える 
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第２次浜田市総合振興計画・第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略の振り返り 

 

１  第２次浜田市総合振興計画の振り返り 

第２次浜田市総合振興計画では、「住みたい  住んでよかった 魅力いっぱい元気な浜田

～豊かな自然、温かい人情、人の絆を大切にするまち～ 」を目指し、将来にわたって浜田市

に「住みたい、住んでよかった」と思うことができ、本市の多彩な地域資源を最大限に活用で

きる魅力を高めるための取組を進めてきました。  

計画期間中には、人口減少や少子高齢化の進行、新型コロナウイルス感染症による社会

変化、デジタル化の進展など、本市を取り巻く環境は大きく変化しました。  

こうした変化に対応しながら、地域資源を活かした産業振興、子育て・教育環境の充実、

地域コミュニティの維持、持続可能な行政運営など、様々な分野で取組を進めてきました。  

 

２  第３次総合振興計画に向けた課題  

人口減少や少子高齢化による地域の担い手不足、若者の流出、地域コミュニティの維持

など、本市を取り巻く課題は引き続き存在しています。  

また、市民の価値観や暮らし方が多様化する中で、行政だけではなく、市民、地域、企業、

教育機関など多様な主体が関わりながら、地域の力を高めていくことが求められています。  

これまで培ってきた人や地域のつながりを大切にしながら、一人ひとりが成長し、活躍し、

幸せを実感できるまちづくりへと発展させていくことが、次期計画の重要な課題となってい

ます。 
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３  第２期浜田市まち・ひと・しごと創生総合戦略の振り返り 

第２期浜田市まち・ひと・しごと創生総合戦略における基本目標ごとの実績値および目標

値は以下のとおりです。 

人口、出生数及び社会増減数は目標を下回っており、人口減少の構造的要因は改善に至

っていません。 

人口については、令 和７年度 末で 47,023 人となり、基 準 となる平成 27 年 度末の

56,159 人から減少しています。また、出生数は年間 194 人となり、目標とする年間 300

人を大きく下回っています。社会増減数についても、年間 323 人の社会減となっており、目

標とする年間 286 人の社会減以内には収まっていません。これらの実績から、人口減少の

抑制に向けては、出生数の増加につながる子育て環境の充実や、若者の定着・還流、移住・

定住の促進など、引き続き総合的な取組が必要であることが分かります。  

第３期浜田市まち・ひと・しごと創生総合戦略では、人口 40,000 人の維持を目標とし、

社会増減数の増加、合計特殊出生率の向上に向けた施策を検討し、目標人口の達成を目指

します。 

 

目標指標  
実績値  目標値  達成度  

(令和 7 年度末時点) 後期基本計画策定時  令和 7 年度末  令和 7 年度末  

人口  

（住民基本台帳）  

56,159 人  

（平成 27 年度末）  
47,023 人  47,800 人  未達（▲777 人）  

出生数  

（住民基本台帳）  

年間 442 人  

（平成 26 年度実績）  
年間 194 人  年間 300 人  未達（▲106 人）  

社会増減数  

（住民基本台帳）  

年間▲319 人  

（平成 26 年度実績）  
年間▲323 人  年間▲286 人  未達（+37 人）  
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第３次浜田市総合振興計画・第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要  

 

１  計画策定の趣旨  

人口減少や少子高齢化の進行、価値観やライフスタイルの多様化、地域を取り巻く社会経

済環境の変化などにより、地方自治体には、これまで以上に将来を見据えたまちづくりが求

められています。  こうした中、本市が将来にわたり、市民一人ひとりが幸せを実感しながら

暮らすことができる地域を実現するため、市民とともに目指すまちの姿を描き、その実現に

向けた取組の方向性を示すものとして、総合振興計画を策定します。  

 

２  計画の位置付け 

総合振興計画は、本市の最上位計画として、まちづくりの基本的な方向性を示すものです。

市民、地域、事業者、行政など多様な主体が共有する「まちづくりの指針」として、各分野の

個別計画や施策を総合的・効果的に推進するための基本的な役割を担います。  

 

３  計画の構成  

本計画は、目指すべきビジョンを示す「基本構想」、その実現に向けた政策や施策の方向

性を示す「基本計画」により構成します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

４  計画期間  

基本構想     令和９年度から令和１６年度まで 

前期基本計画  令和９年度から令和１２年度まで 

後期基本計画  令和１３年度から令和１６年度まで 

〔基本構想〕  

本 市 が将 来 にわたり目 指 すまちの姿 や、その実 現 に向 けた

基本的な考え方を示します。  

〔基本計画〕  

ビジョンの実 現に向 けた政 策 分 野 ごとの目 標 や施 策 の方 向

性を示します。  
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５  第２次総合振興計画と第３次総合振興計画の関連性  

 

基本目標 政策 部門 施策大綱

1　こどもを安心して産み育てる環境づくり 健康福祉部門 子どもを安心して産み育てる環境づくり

2　こどもが学び、成長できる学校づくり 教育文化部門 学校教育の充実

3　こどもが自分らしく輝ける場を広げる 教育文化部門 家庭教育支援の推進

地域振興部門 地域コミュニティの形成

地域振興部門 大学等高等教育機関と連携した地域づくり

産業経済部門 水産業の振興

産業経済部門 農林業の振興

産業経済部門 企業立地による雇用の推進

6　浜田とつながる人を増やす 地域振興部門 人がつながる定住環境づくりの推進

地域振興部門 人権を尊重するまちづくりの推進

地域振興部門 男女共同参画社会の推進

産業経済部門 商工業の振興

産業経済部門 企業立地による雇用の推進

産業経済部門 国際貿易港浜田港を活用した産業振興

9　浜田の漁業を未来につなぐ 産業経済部門 水産業の振興

10　地域に根ざした農業を育てる 産業経済部門 農林業の振興

11　森と木を生かす林業を育てる 産業経済部門 農林業の振興

12　浜田の魅力で、訪れる人を増やす 産業経済部門 観光・交流の推進

13　学びを地域の力につなげる 教育文化部門 社会教育の推進

14　歴史と文化を守り、未来へつなぐ 教育文化部門 歴史・文化の伝承と創造

15　誰もがスポーツを楽しめるまち 教育文化部門 生涯スポーツの振興

16　必要な医療を受けられる体制を守る 健康福祉部門 医療体制の充実

17　健康でいきいき暮らす 健康福祉部門 健康づくりの推進

18　高齢者を地域で支える 健康福祉部門 高齢者福祉の充実

19　障がいのある人が自分らしく暮らす 健康福祉部門 障がい者福祉の充実

20　地域で支え合い、安心して暮らす 健康福祉部門 地域福祉の推進

防災・防犯・消防部門 災害に強いまちづくりの推進

防災・防犯・消防部門 地域防犯力の強化・交通安全対策の推進

22　消防・救急で命を守る 防災・防犯・消防部門 消防・救急体制の充実

23　誰もが移動しやすい交通環境を整える 生活基盤部門 公共交通の充実

環境部門 特性を活かした景観形成の推進

生活基盤部門 道路網の整備

生活基盤部門 快適な生活基盤の整備

生活基盤部門 充実した都市基盤の整備

環境部門 地球温暖化対策の推進

環境部門 循環型社会の構築

環境部門 環境保全と快適な住環境づくりの推進

26　公共施設と市有財産を上手に活用する 該当なし ※体系外　第6節　開かれた行財政運営の推進

27　将来にわたり安定した財政を守る 該当なし ※体系外　第6節　開かれた行財政運営の推進

生活基盤部門 地域情報化の推進

該当なし ※体系外　第6節　開かれた行財政運営の推進

基本目標4
　　誰もが学び成長し続けられる
    地域をつくる

基本目標6
　未来を見据え、持続可能な
   行財政をつくる

28　質の高い行政サービスを届ける

基本目標5
　安心して暮らせるまちを、
  未来へつなぐ

21　備えと支え合いで安全安心を守る

24　安全で快適な暮らしの基盤を整える

25　環境にやさしい暮らしを広げる

　第3次浜田市総合振興計画　前期基本計画 第2次浜田市総合振興計画　後期基本計画

7　互いを認め合い、自分らしく暮らす

基本目標3
　地域の産業を育て、
　働く選択肢を広げる

基本目標１
　　こどもの可能性を育む

基本目標２
　人と人、人と地域の
　つながりを育てる

4　地域で支え合うまちづくり

5　地元で働く人を育て、呼び込む

8　商工業の挑戦と成長を後押しする
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６  第３期浜田市まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要  

本市では、人口減少や少子高齢化に対応し、将来にわたって活力ある地域社会を維持す

るため、平成 27 年度に「浜田市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、地方創生の取

組を進めてきました。令和 4 年度からは、「第 2 次浜田市総合振興計画後期基本計画」と総

合戦略を一体的に策定し、若者の減少に重点を置きながら、雇用の創出、子育て支援、移

住・定住の促進などに取り組んできました。 

 

 第 2 期浜田市まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画期間が令和 8 年度末で終了するこ

とから、これまでの取組の成果と課題、社会経済情勢の変 化を踏まえた「第３ 期浜田市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定します。「第 3 次浜田市総合振興計画」との整合を図

り、人口減少の緩和と人口減少に対応した持続可能な地域社会の構築に向けて、施策を総

合的かつ計画的に推進することを目的とします。 

 

●計画期間  

第３期浜田市まち・ひと・しごと創生総合戦略：令和 9 年度から令和 12 年度まで 

 

●総合戦略の役割  

【位置付け】  

人口減少対策、地方創生の取組を位置付ける計画  

 

【記載する施策】  

人口減少対策、地方創生に係る行政施策を対象とし、総合振興計画から具体的な取

組を抽出する 

 

【国の補助支援】  

総合戦略に位置付けた事業の実現に向けて、 国の補助支援制度も活用しながら推

進する 
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浜田市を取り巻く状況  

 

１  変化する社会環境への対応  

近年、人口減少や少子高齢化の進行、価値観やライフスタイルの多様化、デジタル技術の急速な

発展など、社会環境は大きく変化しています。  

こうした変化は、地域の担い手不足や産業活動、地域コミュニティの維持など、様々な分野に影響

を及ぼしており、これまでの取組を継承しながら、新たな視点でまちづくりを進めていくことが求め

られています。 

 

２  本市が直面する主な課題  

⚫ 人口減少・少子高齢化への対応  

人口減少が進む中、地域を支える人材の確保や、若い世代が希望を持って暮らせる環境づく

りが重要となっています。 

⚫ 地域を支える担い手の確保  

地域活動や産業、行政サービスなど、様々な分野において担い手不足が進んでおり、多様な

主体が関わり、支え合う仕組みづくりが求められています。  

⚫ 産業・雇用環境の変化  

地域経済を取り巻く環境が変化する中、地域資源を活かした産業振興や、多様な働き方・働

く場の確保が必要となっています。 

⚫ 暮らしを支える基盤の維持  

医療、福祉、交通、公共施設など、市民生活を支える基盤について、人口規模や社会環境の

変化を踏まえた持続的な維持・充実が求められています。  

⚫ 幸せを実感できる地域づくり 

物質的な豊かさだけでなく、人とのつながりや自己実現など、一人ひとりが自分らしく暮らし、

幸せを実感できる地域づくりが重要となっています。  

 

３  これからのまちづくりに向けて 

こうした環境変化に対応するためには、行政だけでなく、市民、地域、企業、教育機関など多様な

主体が、それぞれの力を発揮しながら地域を支えていくことが必要です。  

本市が持つ豊かな自然、歴史、文化、人のつながりといった地域の力を活かしながら、変化を乗り

越え、未来につながるまちづくりを進めていくことが求められています。  
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市民参画とニーズの把握  

 

（１）市民委員会等の実施概要  

１  育ち、育てる、浜田をつくる市民委員会  

 

（１）目的・内容  

浜田市が目指す 8 年後について、同じ言葉・同じイメージで話せる状態に到達することを目的

に、2 回にわたり浜田市の魅力を高める取組や、次世代に受け継いでいきたい浜田市らしさなど

について意見交換を行いました。 

 

（２）対象  

 浜田市在住の方  

 

（3）日時・場所  

  第 1 回令和 8 年 1 月 31 日（土）、第 2 回 2 月 7 日（土）  浜田市役所講堂  

 

（4）実施結果  

第 1 回・第 2 回合わせて 87 名の方に参加いただき、浜田市らしさについて考えるワークで

は、自然の豊かさや石見神楽などが浜田市らしさとして挙げられました。まちの魅力を高める取

組については、子育てや教育環境の充実に関する意見が多く挙げられました。 

また、守っていきたい機能としては、医療に関するものが多く挙げられました。 

 

図 1 市民委員会の結果概要  
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２  こどもワークショップ 

 

（１）目的・内容  

 第 3 次浜田市総合振興計画（次期総合戦略を含む）の策定に向けて、こどもたちの意見を反

映するために、こどもワークショップを実施しました。 

 当日は「浜田市の居心地の良い場所・好きな場所」と「市長に提案したい地域の魅力化事業 」

の 2 種類のワークを 3 グループに分けて実施しました。 

 

（２）対象  

浜田市在住の小学生～大学生  

 

（3）日時・場所  

  令和 8 年 7 月 5 日（日）  道の駅ゆうひパーク浜田 2 階  

 

（4）実施結果  

 当日は 12 名の小学生～大学生にご参加いただきました。各ワークの結果は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 市長に提案したい地域の魅力化事業  

 

 

 

 

 

 

 

表 2 浜田市の居心地の良い場所・ 好きな場所  



- 54 - 

 

０ ３  資 料 編  

３  シンポジウム（浜田の未来をみんなと語る日～育ち、育てる、浜田へ～）  

 

（１）目的・内容  

 浜田市らしさ、浜田市が目指す未来について、同じ言葉・同じイメージで話せる状態に到達する

ことを目的に、学生からの事業提案や移住者・U ターン者と市長のパネルディスカッションを行い

ました。 

 

（２）対象  

  登壇者：浜田市在住の学生、U ターン者、I ターン者  

 

（3）日時・場所  

  令和 8 年 9 月 6 日（日）  島根県立大学コンベンションホール 

 

（4）実施結果  

当日は 147 名の市民の皆さまに来場いただきました。 

 学生提案では、「若者の拠点づくり事業」と「中心市街地活性化事業」の 2 つの事業案が発表

されました。また、3 つのパネルディスカッションでは、こども、移住者・関係人口、U ターン者・定

住者が、それぞれの立場から浜田の魅力や「浜田らしさ」、未来につないでいくためにできること

について意見を交わしました。 

  
学生提案・パネルディスカッションを通じて、若者が集い、自ら企画や活動に参加できる場づく

り、地域を離れても浜田とつながり続けられる関係づくり、地域の内外の人々が互いの取組を支

えることの大切さなどが示されました。また、大学や石見神楽をはじめとする地域資源の価値と、

それらを通じた人と地域のつながりが共有されました。 
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市民参画とニーズの把握  

 

（２）アンケート調査結果の概要  

１  中高生アンケート調査  

 

（１）目的・内容  

中高生の浜田市への愛着や地域への貢献意欲、将来の進路・就労に関する意識、まちづくり

に関するニーズ等を把握し、第 3 次浜田市総合振興計画・総合戦略の策定に活用するため、ア

ンケート調査を実施しました。 

あわせて、平成 27 年度および令和 3 年度に実施した調査との比較を行い、意識の変化を把

握しました。 

 

（２）対象  

項目  中学生（市内の中学校）  高校生（市内の高校）  高校生（市外の高校）  

調査

対象  

市内の中学校に在籍する 

3 年生の生徒  

市内の高校に在籍する 

3 年生の生徒  

市外の高校に在籍する 

3 年生の生徒  

調査

方法  
WEB アンケート調査  WEB アンケート調査  WEB アンケート調査  

調査

期間  

令和 8 年 1 月 21 日  

～2 月 10 日  

（約 3 週間）  

令和 8 年 1 月 15 日  

～2 月 10 日  

（約 1 か月）  

令和 8 年 1 月 15 日  

～2 月 10 日  

（約 1 か月）  

 

（３）実施結果  

中学生 252 人、高校生 323 人から回答を得ました。 

浜田市への愛着と地域貢献への意欲を示す回答の割合は、平成 27 年度調査から令和 3 年

度調査にかけて中高生ともに低下していましたが、今回調査では回復傾向が見られます。特に

中学生では、平成 27 年度調査を上回る結果となりました。また、浜田市で働きたい、または戻

って働きたいとする割合も、中高生ともに令和 3 年度調査から上昇しています。地域活動への

参加意向についても、中高生ともに「参加したいものはない」との回答が減少しています。  

一方、浜田市の嫌いなところについては、中高生ともに「楽しく遊べる場所が少ない」「生活が

不便」とする回答が増加しています。 
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２  こども（小学生・中学生・高校生）・大学生アンケート調査  

 

（１）目的・内容  

こどもの幸福度や地域への愛着、進路・職業に対する意識、浜田市の将来像に関するニーズ

を把握し、第 3 次浜田市総合振興計画・総合戦略の策定に活用するため、学校を通じてアンケ

ート調査を実施しました。 

 

（２）対象  

項目  小学生  中学生  高校生  大学生  

調査

対象  

市内の小学校に在籍す

る 5～6 年生の児童  

市内の中学校に在籍す

る全学年の生徒  

市内の高等学校に在籍

する全学年の生徒  

島根県立大学浜田キャ

ンパスに在籍する学生  

調査

方法  

各学校のホームルーム等

において実施  

各学校のホームルーム等

において実施  

各学校のホームルーム等

において実施  

教員の協力を得て大学

の授業時間中に実施  

調査

期間  

令和 8 年 6 月 16 日  

～7 月 8 日  

（約 3 週間）  

令和 8 年 6 月 16 日  

～7 月 8 日  

（約 3 週間）  

令和 8 年 6 月 30 日  

～7 月 7 日  

（約 1 週間）  

令和 8 年 10 月 1 日  

～9 日  

（約 1 週間）  

 

（３）実施結果  

小学生 518 人、中学生 985 人、高校生 550 人、大学生 105 人から回答を得ました。 

幸福度・暮らしの満足度は小学生が最も高く、中高生では学年が上がるほど地域への愛着が

低下しました。大学生は地域の雰囲気や土地柄を気に入っている割合が 61.0％の一方、住み

続けたいと思わない割合が 64.8％でした。幸せを感じる場面は、小中高生では友人・学校・家

族、大学生では「自分らしく行動できているとき」（63.8％）等が上位でした。 

将来像は、小学生では「祭りや伝統を大切にするまち」、中高生では「身近なお店が充実した

まち」等、大学生では「身近なお店の充実」（55.2％）、「公共交通の利便性」（42.9％）が上位

でした。 

中学生は進路未定者を除く 60.2％が市内高校を希望し、市外希望者の 87.8％は条件次

第 で市 内 進 学 の可 能 性 があると回 答 しました。高 校 生 の約 72％ は四 年 制 大 学 、大 学 生 の

70.5％は市外就職を希望していることなどが明らかになりました。 
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3 市民（18 歳以上）アンケート調査  

 

（１）目的・内容  

市民の幸福度や暮らしの満足度、地域への愛着、町内会等への参加状況、浜田らしさ、20 年

後に必要な機能・取組、浜田駅周辺エリアに期待する役割等を把握し、第 3 次浜田市総合振興

計画・総合戦略の策定に活用するため、アンケート調査を実施しました。  

 

（２）対象  

令和 8 年 6 月時点で市内に住所を有する 18 歳以上の市民から、地区別・年齢別の構成を

考慮して 3,000 人を無作為抽出し、郵送またはインターネットで回答を受け付けました（調査

期間：令和 8 年 7 月 8 日～31 日）。 

 

（３）実施結果  

1,057 人から回答を得ました（回収率 35.2％）。 

 

市民アンケートの結果をもとに分析を行い、幸福度に影響する「幸せの 4 つの要素」それぞれ

と関連する要因を探索した結果、「趣味」「居場所」「地域活動」など、日常生活や地域との関わ

りに関する要因が複数の要素と関連していることが確認されました。 

これらの関連要因と既存施策との対応関係を整理し、4 つの要素の向上に向けた施策の検

討を行いました。 
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第３期浜田市まち・ひと・しごと創生総合戦略の基本的な考え方  

 

（１）人口のシミュレーション 

 

【前提及び目的】  

国土交通省の資料によれば、定住人口が 37,500 人を下回ると救急告示病院の存続確率

が 80％を下回ることが指摘されています。 

2045 年の目標人口 40,000 人の達成および人口が 37,500 人を下回らないためには、

どの程度の政策強度が必要か人口シミュレーションで検証しました。 

 

【シミュレーション結果】  

6 パターンの人口シミュレーション結果を比較すると、2045 年時点で目標人口 40,000 人

に到達するのは、パターン BC_P2（社会増減：強＋出生率向上）のみとなっています。 

一方、転出抑制・転入促進の強度を抑えたパターン BC_P1（社会増減：中＋出生率向上）で

は、2045 年時点で約 35,000 人にとどまり、救急告示病院の存在確率も 80％を下回る推

計結果となっています。 
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（２）プロセスの設計  

目標人口の達成に向けて、移住・定住は一足飛びに進まないため、そのプロセスを以下のとおり

設定します。 

浜田市をまずは知り、何度も訪れ、浜田市を好きになり、移住を検討するプロセスです。その受

け皿として、浜田市で住み続けるために必要な暮らしの機能の確保とコミュニティの持続的発展を

サポートします。 

また、ふるさと教育戦略を推進し、市外転出者の U ターンも促進します。 

 

 

 



- 60 - 

 

０ ３  資 料 編  

スケジュール・進捗管理  

 

１  スケジュール 

 第３次浜田市総合振興計画のスケジュールは以下のとおりです。 

令和 9 年度は、本計画の推進に向けた準備期間と位置づけ、新規施策の立ち上げ検討を行い、

令和 10 年度以降、施策・事業を強力に推進します。 

基本計画に位置付ける施策・事業については、進捗・効果の検証を行い、必要に応じて政策判

断を行うため、毎年度評価を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  進捗管理  

戦 略 の推 進 にあたっては、施 策 実 施 状 況 や目 標 達 成 状 況 の評 価 ・ 検 証 を毎 年 行 う「 大 きな

PDCA サイクル」と、個別の事業に素早く対応する「小さな PDCA サイクル」を組み合わせること

で、戦略の達成に向けた継続的な改善を推進します。 

 

 

 


